
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
会
会
則

第
一
条　

本
会
は
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条　

�

本
会
は
会
員
の
研
究
の
向
上
を
図
り
そ
の
成
果
を
ひ
ろ
く
内
外
の
学
界
に
発
表
し
て
東

洋
史
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条　

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

　
　

１
、
会
誌
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
の
発
行

　
　

２
、
研
究
会･

討
論
会
お
よ
び
講
演
会
の
開
催

　
　

３
、
そ
の
他

第
四
条　

本
会
は
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
所
定
の
会
費
を
納
入
す
る
も
の
を
会
員
と
す
る
。

第
五
条　

本
会
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。
任
期
は
一
年
、
監
査
委
員
を
除
き
再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　

１
、
代
表　

一
名　

東
洋
史
学
研
究
室
の
代
表
者
が
当
た
り
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　
　

２
、
運
営
委
員　

五
名
以
内　

運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
本
会
の
運
営
に
あ
た
る
。

　
　

３
、
監
査
委
員 　

一
名　

本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

第
六
条　

�

総
会
は
毎
年
一
回
代
表
が
招
集
し
、
旧
年
度
活
動
報
告
の
承
認
・
重
要
案
件
の
議
決
・
新

年
度
活
動
方
針
の
承
認
な
ど
を
行
い
、
委
員
を
選
出
す
る
。

第
七
条　

�

本
会
の
運
営
は
総
会
で
決
め
ら
れ
た
方
針
に
も
と
づ
き
運
営
委
員
会
が
行
う
。
運
営
委
員

会
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

第
八
条　

�

運
営
委
員
会
は
、
本
会
の
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
の
業
務

を
、
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
協
力
者
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条　

�

本
会
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
原
則
と
し
て
会
費
お
よ
び
会
誌
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

第
十
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

第
十
一
条　

�

本
会
の
会
費
は
年
額
五
〇
〇
〇
円
と
す
る
。
但
し
学
生
（
正
規
学
生
）
は
年
額
三
〇
〇

〇
円
と
す
る
。

第
十
二
条　

本
会
の
事
務
局
は
名
古
屋
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
に
置
く
。

�

（
付
則
）
本
会
則
は
一
九
七
六
年
十
一
月
一
日
よ
り
施
行　

二
〇
一
九
年
四
月
二
十
七
日
改
正
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